
ホラテ ィウス C.4.8と C.4.9

- 詩歌 と美徳 - (その 2)

岩崎 務

前稿では くり,C.4.8を考察 し次のようなことをみた. すなわち, 詩人 と

詩の対象が緊密なペア として示 され, そ して, その詩の対象には美徳が関わ

り,詩歌が不滅性 を与える力を発揮するときには美徳が不可欠のもの として

存在するかのように表現 されている, ということ. 本稿で扱う C.4.9にお

いては, そのような詩歌 とその対象 との関係が, さらに大 きな,普遍化 され

た形で現れている と思 われる. また,C.4.8とは違 って, 美徳そのものを歌

うことが大きなテーマ とな り後半部 を占めている. 以下の小論においてはこ

れらのことにつ いて考 えてみたい.

この詩では, 後半部の初めにおいて,詩人である ｢私｣ とこの静の対象で

ある ｢あなた｣が鼠み合わされた表現が 目につ く.

nonegotemeis

chartisinornatumsilebo,

totvetuospatiarlabores

impune,Lolli,carper(ラ1ividas

obliviones.

私の歌 によって飾 られぬまま, あなたにつ いて私が黙 して しまうことは

ない. また, ロツリウスよ, こんなにも多 くのあなたの功業 を, 嫉妬深
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い忘却が脊め られもせずに食 い物にす るのを, 私 は許 さない く2)

(30も-34a)

ここでは,0.4.8の 9,11の語句 と同様 に, あるいは, もっと顕著に, 1人

称を表す語 (ego,meischartis,silebo,patiar) と2人称を表す語 (te

‥‥inomatum, tuos‥‥1abores)が交互 に使われている. 詩全体 をみた と

きには, ここで結 ばれている ｢私｣ と ｢あなた｣のうちの前者のことが前半

部で, 後者 のことが後半部で扱われている といえるが, もちろん構成 はその

ように単純ではな い. まず, 前半部からくわ しくみてみよう.

30b-34aで明 白に現れているような, 詩人 と詩の対象がペアになる形 は,

すでに前半部において準備 され,繰 り返 し暗示 されている.

Ⅳefortecredasinteritura,quae

longesonantemnatusadAufidum

nonan℃evulgatasperartis

verbaloquorsociandacbordis:

水音を遠 く響 きわた らせ るアウフイ ドウスのほとりで生 まれた私が, 以

前 には知 られなかったわざによって, 弦に結び合わせ るべ く語る言葉が

滅びることがあるとは決 して思 うな.

(1-4)

この冒頭の第 1ス タンザでも, 1人称 (loquor)と2人称 (credas)が現れ
㌔

ている. credasの 2人称は一般的な人 を表すもの とも考 えられ るが, やは

りあくまでロツリウスを示すもの と考えるべきではなかろうかく3). ホラテ

ィウスの詩 に歌われるロツリウスが, ホラティウスの詩の永遠性 を問 うとい

うところにポイン トがある. ホラテ ィウスの詩の不滅 は, ロツリウス 自身の

不滅に関わる. 一般的な人を表すのであれば,Ⅳefortecredasの意味が弱

くなる. 詩の対象の存在 というものをこの詩の最初か らはっきりと示 してい
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るのである. ロツリウスの名前 自体が出て くるのは 33とず っとあとであ り,

credasは一般化 された 2人称 とみなさざるを得ないとしても, その場合で

も, それは読者一般ではな く, 詩の対象 となる者が一般化 されて いる とみる

べきである.

さらに, もうひ とつ注意すべきは,verba‥‥sociandachordisという表

現である. もちろん, これの意味するところは, あとでホ メロスに対 してギ

リシアの拝情詩人たちの名があげられるように, ホラティウスの作 る歌が拝

悼辞であるということである. しか し, それだけではない. verba と chor-

daeは, それぞれ, 詩の対象 と詩 を直接表すものではないが, しか しなが ら,

前者は, この詩ではロツリウスを歌 いたた える言葉であり, 後者 は,2-3の

表現のあとでは, アウフイ ドウスのほとりで生 まれたホラティウスの独 自の

押情詩であるともいえる. そ して, socianda という語 によって (4㌦ ここで

すでに, ペアの関係, 強 い必然の結びつきが暗示 されている. すなわち, 詩

人である ｢私｣が しか るべき結びつきで歌 う言葉は不滅であ り, 従 って, そ

の言葉 によって歌われる ｢あなた｣は不滅であるということが示 されている.

これに続 く2スタンザ (5-12)では,拝情詩人ホラティ ウスの不滅 の証拠

として, 叙事詩のホメロスばか りでなく, さらには, ピンダロスを筆頭 に し

てギリシアの野情詩人たちの名も今 にまで残っていることがいわれる. その

終わ りの部分では, サ ッポーにつ いてこのように歌われる.

spiratadhucamor

vivuntquecommissicalores

Aeoliaefidibuspuellae.

アイオ リスの乙女の琴に託された恋 と熱情は, 今もなお, 息づき, 生き

ている.

(lob-12)

ここでも, 先にみた 4 と似た表現, commissicalores‥‥fidibusがあ り,
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やは りペアの関係 (calores- fidibus)が示 されている. しか し,今度は,

琴にのせるものは, 単 に ｢ことば (verba)｣ ではな く, ｢熱情 (calores;)｣

であ り, これはサ ッポーが歌 った歌の内容 を表す語である. この部分全体 を

振 り返 ってみれば, 詩人たちの名が列挙 されているのであるが,Steigerung

になっていて, それぞれの詩人を形容する語句がだんだん と多くなっている.

しかも, 前の部分が否定形 (5non,9nec)で語 られるのに対 して, 最後の

サッポーの部分のみが, ｢今 もなお,息づき, 生きている｣ と骨定形 で語 ら

れ, 強調されている. そ して, それぞれの詩人 を形容する語句は, 詩人の生

地 を示すもの (5maeonius,7Ceae)か ら, その詩人の歌 の内容を特徴づけ

るもの (7minaces,8graves) へ と変わ り, 最後のサツポーの ｢恋｣や

｢熱情｣に続 いている. すなわち, ここでの詩人の名の列挙においても, 重

心は, 詩人たち 自身か ら彼 らの歌 った対象 のほうへ と移動 してきているので

ある(5)

それではホラテ ィウス 自身の歌 うべきもの, そ して後世 に残るべきものは

何なのか. 拝情詩の力が誇示 されたところで, やは り, それは恋愛や激 しい

感情なのだろうか. しか し, それはす ぐにここでは示 されず, ホラティウス

は詩の流れ を転換 して, サッポーの恋や熱情につなげて, 第 4スタンザでは

へ レネの愛へ と移 る(6). そ して, さらに, へ レネをめ ぐる トロイア戦争が歌

われ ることにな り, 再びホメロスへ と戻 り, 今度は, 彼の歌 った対象, トロ

イア戦争を戦 った英雄たちが exemplum として第 5-7スタンザで列挙され

る.

primusveTeucertelaCydonio

direxitarcu;nonsemelllios

vexata;nonpugnavitingens

ldomeneusSthenelusvesolus

dicenda也usisproelia;‥‥

テ ウクロスが最初 にクレタの弓か ら矢 を放 ったのでもない. イリオスが
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苦 しめられたのもただ一度ではない. 大いなるイ ドメネウスやステネロ

スだけが, ムーサイに歌われるべき戦 いを戦ったのでもない.

(17-21a)

ここでも, やはり,dicenda把usisproeliaという 把usae と proelia をペ

アにするような表現がみ られる.一方の proeliaは, 前の caloresと同様

に歌われる内容を示すが, 今度は, ホメロスの歌うべき対象である. そ して,

もう一方は, 前の chordaeや fidesか らは変わって 蛇usaeであり, これ

は,C.4.8の 28,29の 班usaがそうであったように, 不滅性を与えるカを

もつ詩歌そのものである.

そして,exemplumの列挙が高まったところで, 今の 21の表現が先取 り

をしていることになるが, 詩歌の不滅性 を与える働きが第 7スタンザで高ら

かに言われることになる.

vixerefortesanteAgamemnona

multi;seaomnesillacrimabiles

urgenturignotiquelonga

nocte,carentqui乱vatesacro.

アガメムノン以前にも, 勇敢な者たちは大勢生きたのだ. しか し, みな,

涙を流されも,知 られもせぬままに, 長い夜の闇に押 し隠されて いる.

それは,彼 らには聖なる詩人が欠けているからなのだ.

(25-28)

ここでは, carentquiavatesacroというように, 今度 は, ムーサイから

不滅性 を与える力を授かった ｢聖なる詩人 ｣ (7)が, 勇敢な手柄 にはペアと

なってあるべきところれ ｢欠けている｣ という表現がされている. もちろ

ん, これは,詩人 と詩の対象がペアとして表現 されるものの裏返 しである.

このように,第4-7スタンザでは, ホメロスの歌の対象である トロイア
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戦争の人物 たち, そして, ホ メロスの歌 うべき彼 らの行為があげ られている

のであるが, ここでも, 後半部で歌われるロツリウスの価値 を準備 している

ところがある. それは, 23-24の propudicis/coniugibuspuerisqueで

あ り, 最後 に触れ るように, 終わ りの 5ト52と対応 しているのであるが,

彼 らの行為の精神 的な基盤,倫理的な価値が言及されているく8)

以上みてきたように, 前半部では, まず, ホラティウス 自身の詩人 として

の不滅性が告げ られ, ホメロスを始めとして今にまで残る詩人たちの列, そ

の中でも拝僧籍人たちの伝統 の中に自分 をおく. そ して, 詩人 自身のことか

ら次第に詩 の対象についての ことへ と移 り, へ レネか ら始 まって トロイア戦

争の勇士たちの名が列挙 され, 最後に, これらの人物たち を不減 にしている

詩歌の偉大なカが言われ ることになる. このような流れの中で, 必然的な結

びつきを示す, ペアで表すような表現があ り, これも,詩歌の不滅にする力

が言われ̀る中心部へ近づ くにつれて, はっきり詩歌 とその対象との結びつき

を表すものへと変化 してきた.

ホメロスの歌の対象である勇士たちを exemplumとして, 詩歌のカが高 ら

かに宜せ られたのを受けて, 今度 は, つ いに, この詩でホラティウスが歌 う

べき対象, ロツ リウスの名が呼びかけられ, 本稿 の最初であげたように,

｢私｣ (詩人) と ｢あなた｣ (詩の対象)が結び合わされる表現が, 前半部

での表現を踏 まえて,30-32でより顕著な形で現れているのである. その上
Iヽ.

で, 後半部では, ローマの詩人であるホラティウスが歌うべきものが語 られ

ることになるのであるが, この前にある 29-30aのグノーメ-が前半部 と後

半部 をつな ぐ移行部の働 きを している.

paulumsepultaedistatinertiae

celatavirtus.

-82-



埋葬されて しまえば, 人間の真価は隠れたままでは無力 とほ とん ど異

ならない.

(29-30a)

このグノー メ-は, 前半部に対 しては, もちろん, 直前で言われているとこ

ろの, 人間の名が死後 も この世に残 って留 まるかどうかは詩歌が決定する,

という言明を, さらに一般的で簡潔な形で言い変え強めて いる. そ して, そ

の名が残るべきロツリウスが賞賛される後半部へ と移る. しか し, それだけ

ではない. ここでは, 一般化に際 して,vir･tusと inertia という語が使わ

れている. このグノー メ-の前では, トロイア戦争の勇士たちがあげ られ,

特に fortes(25)という語が示 しているように, 勇敢な行為 というものが

歌われるべき対象 として語 られてお り, そ して, それがこの virtusという

語を介 してあとのロツリウスの labores (32)につながっている. しか し,

この labores ｢功業｣ 自体 は直接歌われ るのではな く, 次の 34estani-

mustibi へと続 いて, 精神的, 内面的な次元においてとらえられる. 従っ

て, 前の部分だけを受 けるものとしては, virtusの意味するところは ｢武

勇｣ とな り, 対照 をな している inertiaは ｢臆病 ｣ を意味することになる

が, それだけの狭 い意味ではない(9) ここでの virtusは, 肉体的にも精

神的にも,外面的にも内面的にも, 両方 ともを含んだ才能, 価値 という広 い

意味であり, inertiaはそれの欠如である. このような一般化のグノーメ-

を介 して, 歌の対象は, ホメロスによって歌われるべきものから, ホラティ

ウスによって歌われるべ きものへ と変容 していく. 後者は, やは り, 内面的,

倫理的な価値, すなわち, 美徳 と呼ばれるようなものである.

ホラティウスが詩歌の不滅性 を与える力 を発揮させようと対象 を歌 うとき

には, やは り, そこには美徳がな くてはな らない.estanimustibiの表現

は, 次行の rerum という語 まで含 めて, C.4.8の 9-10の詩句 nontibi

talium/resest且utanimusdeliciarumegens を思い起 こさせるが, こ

こでははっきりとロツリウスの精神性が問題 とされ, 以下 44 まで彼の美徳
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が歌われる く18) C.4.8が友人ケンソリヌスに宛て られたのに対 して, こ

こではロツリウスの政治家 としての徳が誇 られる. それは, すでに指摘 され

ているように, 45以下も含めて, ホラテ ィウスが 『歌章』第 3巻のいわゆ

る ｢ローマ ン ･オー ド｣において力を込めて措 いた真正な ローマ人の特性 と

一致 している 日 日. 従 って,C.4.7において トルクァ トウスが普遍化 された

ように ‖ 2), ここでも, ロツリウス個人か ら, ローマの政治家, 指導者の埋

∋想像 が引き出されている.

ところで, この後半部の美徳につ いての表現 は, いささ､か平板で単調なも

のに思われるかも しれない. しか しなが ら, それは, 前半部 との対比が意図

されているからではな いだろうか. 前半部,特 に第 4-6スタンザでは, ア

ンジャムブマンが多い. また,nonが何度も繰 り返 され,primusや solus

(sola)な どの語 もほ とんどが行頭や行末 という強調 される位置 に繰 り返 し

現れて, たたみかけていく｡ ここでは, た いへん動的な, 前へ前へ と進めて

いくような表現が されている. 歌われている内容のほうも, 勇士たちの名前

が列挙 されて トロイア戦争の場面が次か ら次へ と転換 していくようである.

すなわち, ここでは, 武勇がそこにこそ示 されるところの動 きや行為 という

ものが強調 されるような詩句の使 い方を している.

それに対 して, 後半部の 34以下では, 文の終わ りが詩行の終わ りとほ

とん ど一致 しているし, 接続 の言葉な しに文と文とが単に並列されているこ

とが多 いというように, 静的で安定 した辞行の流れになっていて対照的であ

る日3). 詩句の意味内容の面でも, ｢順境 においても逆境 においても変わら

ず真直な｣ (35-36secundis/temporibus.dubiisquerectus), ｢すべて

を自らに引き寄せ る金銭 を遠 ざける｣ (37-38abstinens/ducentisadse

cunctapecuniae), ｢ただ一年でなな く, ...するたびごとの執政官｣ (39

-40consulquenonuniusanni,/quotiens‥‥), ｢罪 をなす者たちの贈

物 をはねつける｣ (42reiecit.‥.donanocentium)とあるように, 動かさ

れないもの, 変わ らず永続す るものが示 されている. すなわち,前半部 とは

対照的に, 行為 を偉業 (labores)たらしめるような,不変不動の正 しい精
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神を歌 うのにふさわ しい表現がとられていると考えられよう.

さて,34-44では, 公的なローマの指導者の立場か ら美徳が描かれた. そ

して,

nonpossidentemmultavocaveris

rectebeatum:

あなたは,多 くを所有する者 を, 正 しくは,幸福な者 とは呼ばないだろ

う.

(45-46a)

と始 まる続 く2スタンザでは, ｢幸福な人 (beatus)｣を定義することにお

いて, その美徳がさらに一般化されて示 されている. また,逆 に言えば,

今度は, ただの一個人における美徳が語 られている. そのような普遍化 を導

く vocaverisは, 一般的な ｢あなた｣ を表す 2人称であるとも考え られる

が 日 4), これは, この詩の冒頭の credasと同じように, 本来ロツリウスを

さすのであ り, 一般化されているとしても, それはホラティウスの詩の対象

となる ｢あなた｣であるとみるべきである. すなわち, ここでは,34-44で

示されたような精神をもつ ｢あなた｣であれば,幸福な人 をこう定義す るだ

ろう, このような倫理的な価値判断の基準をもつであろう, ということが

言われている. そ して, 46b以下では, 2人称が消えることか らも, また,

｢ローマン ･オー ド｣で示 された美徳 と一致することからも 日 5), その幸福

についての定義, あるいは,倫理的な価値基準はもちろんホラテ ィウス 自身

のものでもある. 従って, ここでも, 詩人である ｢私｣ と詩の対象である

｢あなた｣の一致が示 されているのであ り, その点で, この辞の最初 (ト4)

と中間部 (30-34)に対応 している. 前の両部分では,詩人の不滅, あるい

は,詩の対象の不滅が告げられていたのであるから, 詩人 と詩で歌われ る人

の不滅性は, 両者の美徳が一致す るところで生 じうることを示 しているので

ある.
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以上,C.4.9において, 詩人,詩歌, 詩歌の対象, そして美徳が どのよう

に歌われ, それ らの関係が どのように表現 されているかをみてきた. 最後に,

詩の終わ り 5ト52の語句 procarisamicis/antpatriatimidusperire

について触れてお く. ここの perireは最初の行の interitura と対応 し,

そのことによっても辞全体の枠組 みが形成 されてお り,死ぬことを恐れない

者が不死を獲得するという, 逆説的な意味 をつ くっている. そ して, また,

前にも述べたように, ここの表現 は 23-24の語句 と対応 し, ホメロスによ

って歌われる対象 ともつながっている. さらに, pudicis(23) や caris

(51)という形容詞は, C.4.7の終結部 を思い起こさせる (16)

infernisnequeenimtenebrisDianapudicum

liberatHippolytum,

necLethaeavaletTheseusabrumperecaro

vinculaPerithoo.

デ イアナ女神 も貞潔なヒッポ リュ トス を冥界の間から解放することはな

く, テセ ウスも親愛なペ イリ トオスか らレーテ-の棚 をもぎとる力はな

いのだか ら.

(C.4.'(.25-28)

C.4.7では, 万人 を支酉己する死の必然を前 にして, 表面上 は無力なものと否

定された美徳が, ここでは, ｢聖 なる詩人｣ (va℃es£acer)と結びついて,

不滅性 を与える力 をもって起 っているのである.

- 86-



注

本文中に引用 されたテクス トは, 特に断わらない限 り,E.C.Wickham校訂

のOCT版 (1975)に従 った.C.4.9は 52行で,4行ずつ 13のス タンザ

からなる.

(1) 拙稿, ｢ホラテ ィウス C.4.8と C.4.9- 詩歌 と美徳 - (その

1)｣, 『西洋古典論集』5, 1988,59-70.

(2) silebo(31)については, OCT版では sileriとなって いる. si-

1eboの読みをとっているもののほうが圧倒的に多く, その場合, 1人称を

示す語 とな り, 次 に述べ る 1人称 と2人称 の交互の繰 り返 しがよ り顕著 にな

る.

(3) ベ ッカーは一般的な ｢あなた｣を表す とし, シンデ イクスはロツリ

ウスをさす とする. C.Becker,DasSD琵twerkdesHoraz,Gd6ttingen1963,

138;H.P.Syndikus,DieLyrikdesHoraz,II,Darmstadt1973,378.Cf.

E.Fraenkel,Horace,oxford1970(1957),425f.

(4) ホラティウスが socioという語 を使 っているのは唯一 ここだけであ

る.

(5) ベ ッカーは, 詩人あるいは詩 そのものか ら詩の内容 を示すものへ と,

表現のアスペク トが巧みに変化させ られているのを指摘 している. Becker,

op._cit｡,138f.

(6) キース リング (ハインツェ) は 12と 13の間には断絶があるとす

る. A.Kiessling-R.Heinze, Q.-Ho_ratiusFlaccus, Oden und Epoden,

Dublin/Z註rich1968,436. しか し, ここで述べているように, サ ッポーの

愛 とヘ レネの愛 というつなが りがある. また, 前項の注にあげたように, す

でに第 2-3スタンザ'で辞の内容 を扱おうとする傾 向があ り, その上 で, ホ

メロスの詩の内容である トロイア戦争の人物たちが 13以下で語 られること

になる. 従 って, この意味でも 12と 13の間には十分なつなが りが ある.
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(7) vatessacerという強 い青葉 は, 詩人の重大な役割 を強調する. シ

ンデ イクス は, 日常の俗事 を超越 している詩歌 の性格 を強調 している, と述

べている. Syndikus,_o_p.Bit.,383.

(8) 第 4スタンザのパ リスの外見に魅惑 されるへ レネにも, もちろん,

倫理的な意味あ いがある.

(9) ペ イジや ネイラは, inertiaを ｢臆病｣の意味に とる. T.i.Page,

a.HoratiiFlacciCarminumLibriIV,EDOdonLiber, London1973, ad

loc.; H.D.Naylor,Horace:OdesandET)Odes,NewYork/London1978,ad

loc. キース リング (ハ インツェ)は ｢臆病｣ではな く, ｢無能 ｣ の意味だ

とす る. Kiessling-Heinze,op｡cit.,adloc.

(10) パ トナム は, ロツリウスについて, ホ メロスの描 く人物たちのよう

に特定の勇敢な手柄のためではな く, 彼 の生括 の一般 的, 内的なパター ンの

ために彼は不死 のもの とされる, と述べて いる. H.C.J.Putnam,Artifices

ofEternity.Horace'sFourthBookofOdes,Ithaca/London1986,168.

(ll) ｢ローマ ン ･オー ド｣で示 され る徳 との対応 は, シンデ イクスが く

わ しく考察 している. Syndikus,op.C_主t.,384f.

(12) 拙稿, ｢ホラティウス C.4.7 - carpediemのない歌 - ｣,

『西洋古典論集』3,1987,71.

(13) Syndikus,op!__Cit‥ 384.

(14) ここでも, や は りベ ッカーは一般 的な 2人称 であるとし, 呼びかけ

られた人 (vocaveris)によっても, 措かれた人 (beatus)によっても, ロ

ツリウズー個人 は意図 されていないとみる. これに対 して, シンデ イクスは,

ロツリウス をさす ものであるとし, この終 わ りの 2スタンザにお いて, ホラ

ティウスはロツリウスの生活の指針 とな っている金言 をあげていると考 える.

Becker,op.ciL,143; Syndikus,Qp.CiL,384. Cf.Putnam,op.ciL ,

168.

(15) 注 (ll)参照.

(16) Putnam,op.ci1.,170f.
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